
ランチョンセミナー

ランチョンセミナー参加ご希望の方はRegistration内の「ランチョンセミナー参加受付」で参加票を
ご提示ください．その場で「整理券」をお渡しします．
その整理券にお名前，ご所属，メールアドレスを記載の上，昼12時10分までにランチョンセミナー
会場へお越しください．

企業・団体によるランチョンセミナーが開催されます．
ランチョンセミナー参加者には先着順で昼食を無料でお配りいたします．

各セミナーの詳細につきましては、次ページ以降（p.33～p.39）のご案内 をご覧ください．

参加方法

参加票をご提示いただき，整理券を配布いたします．
配布場所：Registration内 「ランチョンセミナー参加受付」
配布時間： 各日 8:00～11:00
※先着順． 整理券が無くなり次第，受付を終了いたします．

整理券の配布

注意事項

整理券をお持ちでない方

「整理券」をお持ちの方は，お昼の12時10分までに各セミナー会場で昼食と引き換えてください．
12時10分を過ぎると「整理券」は無効になり，「整理券」をお持ちでないセミナー参加者へ昼食を
お配りいたします．

12時10分までに各セミナー会場に直接お越しください．
昼食の残りがある場合に限り，先着順で昼食をお配りいたします．
昼食が無くなった場合でも，ご入場いただきセミナーに
参加していただけます．

昼食無料

開催日 時間 会場 定員 主催企業・団体

9/17
(水)

12：15‐13：00

C5 200 応用物理学会(APEX/JJAP)

S2 200 AIP Publishing

A4 100 エリオニクス

9/18
(木)

S2 200
光ビームプラットフォーム
（事務局：高エネルギー加速器研究機構）

A4 100 名古屋大学エコトピア科学研究所

9/19
(金)

S2 200 東陽テクニカ

A12 100 IOP 英国物理学会出版局/ 物質・材料研究機構(NIMS)
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APEX/JJAP 
Luncheon Seminar 

日時: 9月17日 12:15 – 13:00
会場: C5 (北海道大学 工学部2階 オープンホール) 

“APEX and JJAP: Bringing your research to an international audience”
by Prof. Takashi Kondo

APEX/JJAP編集運営委員会委員長

by Dr. Matthew Salter 
IOP Publishing, Publishing Manager Asia-Pacifi c

“Publishing your work in a high-impact journal”
by Prof. Tadashi Shibata

APEX/JJAP編集長

Journals sites at iopscience.org/apex and iopscience.org/jjap
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° Nanomaterials and nanostructures

° Electronic, Magnetic & Optical Materials

° Organic materials

° Polymers

° Biomaterials

° Energy and Environment materials

° Carbon and amorphous materials

° General functional materials

> Free, Permanent, Online 
Access to Your Article

> Article Level Usage 
Metrics

> Fast and Fair Peer Review
> Creative Commons 

Licensing So You Retain 
Copyright

> Worldwide Visibility and 
Promotion

APL Materials offers:

Editor: Professor Judith L. MacManus-Driscoll
University of Cambridge, Cambridge, U.K. 

A High Impact Open Access Journal  
in Functional Materials Science

Now 
indexed in  

Thomson Reuters 

Databases

Visit aplmaterials.aip.org to learn more

Learn more about APL Materials and AIP Publishing at the 
Luncheon Seminar, Wednesday, September 17,  12:15 - 13:00

 





第75回応用物理学会秋季学術講演会 ランチョンセミナー
日時： 9月18日（木） 12:15～13:00

会場： S2 （S棟2階）

文部科学省 先端研究基盤共用・プラットフォーム形成事業

光ビームプラットフォーム
放射光施設と大型レーザー光施設の共用のご紹介

施設の特長とご利用方法

http://photonbeam.jp/

e-mail: consult@photonbeam.jp

光ビームプラットフォーム事務局
所在： 大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構

光ビームプラットフォームは、放射光施設及び大型レーザー光施設がネットワーク化することにより、施設の共用
を促進し、産学官の皆様の学術研究や産業利用をより一層支援しようとする取組みです．各施設は初めての方
でも気軽に相談できる窓口を設け、実験等の支援についても充実した体制を図っています．これらの大型研究施
設を利用することで、企業や大学等の研究室では困難な、構造解析や材料分析、評価実験や微細加工などがで
きる場合も数多くあります．ランチョンセミナーでは、光ビームプラットフォームの取組みと共に、各施設の特長や
ご利用方法などをご紹介します．総合窓口としてホームページを開設していますので是非一度ご覧下さい．

・XAFS

・X線回折

・X線小角散乱

・X線蛍光分析

・イメージング

・トポグラフィ

・光電子分光

・ポンププローブ

・レーザー照射

・アブレーション

・テラヘルツ分析

・ナノマイクロ加工

・ガンマ線照射光ビームプラットフォームの施設
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第 75 回応用物理学会秋季学術講演会

東陽テクニカ 

ランチョンセミナー 

テラヘルツ分光

日 時 :  9月 19日 （金） 12 : 15 ～ 13 : 00 

会 場 :  S 2 （S 棟 2階） 

レイクショア 8500 型 ＴＨｚ分光システム 

～測定例の紹介～ 

株式会社東陽テクニカ 営業第１部 アプリケーション担当  山口政紀 

株式会社東陽テクニカ 営業第１部 

〒103-8284 東京都中央区八重洲 1-1-6 ＴＥＬ.03-3279-0771 FAX. 03-3246-0645 

http://www.toyo.co.jp  E-mail : lakeshore@toyo.co.jp 
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www.e-materials.net/stam/

日   時 9 月 19 日（金）12:15～13:00
会   場 A12（高等教育推進機構 3階 E301）

Luncheon Seminar
O P E N  A C C E S S  J O U R N A L

STAM誌を知っていますか？STAM誌を知っていますか？

司 会：谷藤 幹子 材料研究機構）・（物質 

主  催

数字から見る STAMの魅力
神原 淳

講演 1

2014 年、特集企画
羽多野 毅

講演 2

STAMへの誘い
吉田 豊信

講演 3

材料研究機構）・（STAM編集コーディネーター /物質 

材料研究機構）・（STAM編集委員長 /物質 

（STAM編集委員 /東京大学）




